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卒中既往のある者、世帯平均の 1 日総エネルギー摂取量が0. 5-99. 5 パーセンタイル 









摂取量 2g/1000ckal(1標準偏差）上昇による多変量調整死亡ハザード比（HRs)と 95% 
信 頼 区 間 (Cis)を算出した。調整変数には、性別、年齢、Body mass index、飲酒習 
慣、喫煙習慣、仕事の強度の他、世帯単位のカリウム、飽和脂肪酸、長鎖 n-3系多
(備考） 1 . 論文内容要旨は、研究の目的•方 法 •結 果 •考 察 •結論の順に記載し、 2 千字 
程度でタイプ等を用いて印字すること。
2 . ※印の欄には記入しないこと。
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対象者 8702人 （うち男性が4 4 .% )の平均年齢は49.4歳で、3〜5 人家族の者が63% 
であった。世帯の食塩摂取密度は平均6.25 ±2.02 g/1000 kcalだった。
追跡期間中の総死亡は2 3 6 0人、CVD死亡は 787人、CHD死亡は 168人、および脳 
卒中死亡は361人だった。世帯食塩摂取密度2g/1000kcal上昇ごとの調整後死亡HRs







































変量調整死亡ハザード比 95%信頼区間）は、総死亡で1.07 (1.02-1.12)、心血管疾患死 
亡で1.11(1.03-1.19)、冠動脈疾患死亡で1.25 (1.08-1.44)、脳卒中死亡で1.12 (1.00-
1.25)であり、いずれも統計学的に有意に上昇した。
本研究は、世帯単位の食塩摂取密度が長期の心血管死亡リスクと関連することを明らか
にしたものであり、世帯単位で食塩の影響を評価した新規制の高い研究である。患者に対 
する減塩指導を進めるうえで有用な情報であり、予防医学における意義は高いと考えられ 
た。
申請者は外国語試験に合格し、筆頭者として英文論文を執筆して著名な当該雑誌に掲載さ 
れた。さらに、最終試験として論文内容に関連した試問および学力確認の試問にも合格した 
ので、博 士 （医学）の学位授与に十分値する。
(総 字 数597字）
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